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本スライドは、下記の活動の成果に基づいています。
関係者に感謝申し上げます。
❶水俣の歴史的遺構（跡）を残す会が、水俣市に提出した
「水俣市文化財保存活用地域計画作成要請書」の付属資料である
「水俣市水俣病関連遺跡群に関する資料 第1集」作成：2023年12月

第２集  作成：2024年6月
❷主に、糸長浩司、山下善寛氏、矢野治世美先生（熊本学園大学）、

丹波博紀先生（大正大学）の４名による、オンライン、
現地調査等での、資料提示、討議による成果。

★まだ、未確定な箇所ある。
★百間塘と百間塘周囲の塩田に関して図化できる情報はまだ十分に入手
できていない。
非破壊検査、発掘調査、文献調査、聞き取り調査等が必要である。



水俣の歴史的遺構（跡）を残す会 資料集（第１、２集）の目次
第１集（2023年１２月）
はじめに
Ⅰ．水俣市水俣病関連遺跡群の個別の考察
Ⅱ．江戸から現在までのチッソ工場周囲の土地利用変化の解析
Ⅲ．水俣市の石橋文化の継承について
Ⅳ．水俣市水俣病関連遺跡群の資料作成に関して残された課題

第２集（2024年6月）
はじめに
Ⅰ．水俣市水俣病関連遺跡群の追記項目
Ⅱ．水俣市民の思う水俣遺産／水俣遺産サミットの成果
Ⅲ．江戸期からの水俣市の塩田遺構の考察
残された課題



水俣市水俣病関連遺跡群の候補地（第二集より）
丹波博紀 作成

水俣市民の残したい・案内したい場所（遺産サミット
（2024年4月）より） 佐野良介 作成



塩田の有無 樋門（井樋） 樋門の扉を閉じる目的

塩田
江戸期

海水の取り入れ口
満潮時

塩田の潮廻しの海水確保

塩田廃止
近代

排水（農業・生活・工場）の
海への出口

海水流入の防止（陸からの
排水はポンプで強制）

★江戸期から産業近代化による樋門の機能転換
江戸→近代での変化（海が陸に殺される＝近代産業化）
海水取水（海からの恵みを陸に入れる）入り浜式塩田
→汚水排水（陸の汚れ水を海に捨て、海を殺す）
主に工場排水（チッソ排水）
ﾊｲﾃﾞｯｶｰ 現代技術=「総駆り立て体制Ge-stell」

樋門 =水（海水／淡水）を導く暗渠（堤防/塘の下に設置）
樋門の扉＝水の導入を制御する板
排水口＝排水専用の口
塘（とも）＝干拓（塩田、水田等）した際に海水を防ぐ堤防



図 入り浜式の模式図（「北四国の地
盤沈下」小笠原義勝、地学雜誌 )1949年）

入り浜式塩田の仕組み



https://aucview.aucfan.com/yahoo/o1119355348/



丸島の入江（瀬戸）？



百間塘

四十間塘

大廻塘

外浜

内浜

明治40年『製塩場図面』

「熊本県立図書館所蔵」



明治40年『製塩場図面』

「熊本県立図書館所蔵」



新水俣市史(下巻P248)に、
「寛文七年（1667年）深水家四代の頼氏手によっ
て丸島から土木工事が起こされ、
四十間塘、百間塘と呼ばれる潮止め工事が完成、
塩田四四町歩が造成されて零細農家の重要な兼業
となり、・・・・・」

塘は塩田のための潮止め（堤防・土手）
四十間（約80m）、百間（約180ｍ）の塘が堤防として
造られ、17.9町の塩田完成→内浜。1667年
その100年後に、大廻りの塘造設し新塩田19町→外浜



『聞書水俣民衆史２ 村に工場が来た』掲載地図

大廻りの塘

潮廻りの跡？

四十間の塘

塩釜神社

潮廻りの跡？

百間塘と樋門

丸島樋門

塩田・外浜 塩田・内浜



明治34年 平成17年 平成17+明治34年

百間塘
百間塘



天保十四年強風高潮之節海辺塘切絵図 其の一 の一部 １８４３年 崇城大学図書館所蔵絵図
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Minamata Tenaga Mategata shin shiohama, tomode hidariya ishigaki rangui deki ezu
（水俣手永馬刀潟新塩浜, 塘手左屋石垣乱杭出来繪圖）1667 and 1797

大廻塘

井樋・樋門・
木製扉

石垣
海

塩田

ボヤ

塩釜神社

大廻塘

樋の輪？



1960年 農林省が作成した『干拓堤防台帳 第2輯 (干拓堤防調査書)』

表石垣 雑割空積 腰石垣 雑石空積鞘石垣 雑石練積
コンクリート
厚 1.0m？ 盛り土法 筋芝

← 海

→ 遊水地

大廻塘の断面図（チッソの埋立前）



大廻りの塘 潮廻し？



塩田の有無 樋門（井樋） 樋門の扉を閉じる目的

塩田
江戸期

海水の取り入れ口
満潮時

塩田の潮廻しの海水確保

塩田廃止
近代

排水（農業・生活・工場）の
海への出口

海水流入の防止（陸からの
排水はポンプで強制）

江戸期から明治・大正・昭和（産業近代化）での
樋門の機能転換

江戸→近代での変化（海が陸に殺される＝近代産業化）

海水取水（海からの恵みを陸に入れる）入り浜式塩田
→汚水排水（陸の汚れ水を海に捨て、海を殺す）

主に工場排水（チッソ排水）



入浜式塩田での樋門（井樋）の扉の機能
塩田の地盤表面が満潮の海水面より低くなるように造り、
樋門(ひもん)の扉を開くと、中に海水が流入し、その海水
をさらに各浜溝(ほまみぞ)に流入させ、塩田全体にゆきわ
たらせる。 塩田では元の地盤（砂地が多い）の上に、張土
(はりつち)を10cmばかり敷き、その上に薄く撒砂（きめの
細かい砂）をまく。 愛媛県生涯学習センター HP

https://www.youtube.com/watch?v=_sgTltShsSM

百間樋門の扉の機能（江戸期に二つの樋門の謎）
❶塩田のため＝満潮時までに開き潮水を入れ、閉じ潮溝

に海水を満たす
❷田畑（生活排水）のため=満潮時までに閉じ、海水の侵

入を防ぐ。干潮時に開き排水する



『絵で見る水俣病』

『水俣病にたいする企業の責任』

湯出川
↓

田在川or江添川？
水俣市管理

百間の遊水地管理
チッソがポンプ設
置（1948年）

満潮時は百間樋門を閉じて、
ポンプで強制排出





★樋門の構造は？

門＝トンネルを支えている物は何？

水俣、八代は石文化、石工の文化

見える石橋、見えない石橋



ただし未指定





★百間排水口・樋門の扉の再設置の前に、
アーチ構造が伝統的な石積みかの解明が必要。非破壊検査による

★扉の再設置での取り付け金具が固定される壁の構造体の解明も必要



百間樋門・百間塘、
丸島樋門・大廻り塘、
四十間塘・塩釜神社、他

近世・近代文化遺跡群（水俣病関連遺跡群）
水俣市指定文化財 →県・国指定重要文化財ヘ

★「水俣市文化財保全活用地域計画」に、
上記の遺跡群を明確に位置付け、市民とともに保
全活用を進める
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